
アイデア創発⑤ 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教

材 

１ Ⅰ･Ⅱ   アイデアが出やすい環境や条

件について学び、自らアイデ

アが創発しやすい環境整備に

努める 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

  

アイデアが出やすい環境や条件について学ぶ 

これまで行われた研究結果によって、どのような環境・条

件でアイデアが良く生まれるか、報告が多くある。 

  

 調査は無作為にグループを分けて、条件を変えて創造力

に関するテストの結果を比較 → 統計的に有意な差があ

るものを集める 

  

  

調査実験の結果 アイデアの出やすい環境 

  ①心理的な距離が遠い （物理的・時間的） 

   悠久な歴史ある空間 広い寺院や教会 

  

  

  

  ②何かをしながら考える 

   大脳基底核 脳の中で運動と直感的なはたらきをす

る部位 

   シャワーや散歩しながらが効果的 

  

  

  ③集中できる環境 

    邪魔な考えを引き起こすような誘惑が少ない 

     → うす暗い 森林 海 海外のホテル（遊ぶ

ものが部屋にない） 

  

  ④目覚め 

    睡眠中にも脳は働いている 

    夢は無意識調整の場 発想の宝庫 夢からアイデ

アが出た例が多い 

     → 起きている間、目標になることを考え続け

ていることが前提 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

20 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
 

 

 

  

 
 

  

 
  

 
  

 
  

 

  ベンゼン環の構造を最初に発見したケクレが見た夢 

  

  

  

  

  

  ⑤アイデアが生まれる道筋 

  

  

  

  

   ワラスの「創造性が生まれる４段階」を学ぶ 

   絶対量が多く、きめ細かい情報収集がまず大切 

   悩みに悩んだのちに問題から少し離れてアイデアが

「孵化」することを待つ 

   この過程を経て、あるとき突然ひらめく → 偶然

ではなく、このような過程を経ることが大切 「知的忍耐

力の育成」 

  

 ⑥「ひらめき」を脳科学の見地から探る 

  ひらめく時の脳の活動状態 → ｆMRIで明らかに 

  何かに集中している状態ではなく何も考えていない状

態に近い 

  DMN（デフォルト・モード・ネットワーク） 

   いろいろ脳に散らばっている記憶が一斉に結びつく 

   集中しているときは、脳が一斉に活動するような

「幹」が現れない 

  

   

  一斉にはたらく「幹」が現れているとき → 脳の大

脳皮質に散らばっている記憶の断片が組み合わさっている 

  

  

  

  ⑦マインドセット（心の持ち方）について 

    自分が「創造的になりたい！」と望むこと 

    失敗は「創造」が育つためには必要な養分のよう

なもの  

    ・もし失敗せずにいきなり成功したとしてもその

理由が分かっていな ければ、単なる偶然 成功の意味は

薄い 

    何度も挑戦する力（抵抗力と継続力＝レジリエン

スとグリッツ）が大切  

  

  

  

 「脳」と「コンピュータ」のちがい 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

45 分 

 

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  人間は「失敗する」「身体を持つ」などがコンピュー

タにはない 

  

  

  

  

 理念に向かって「妄想すること」も人間にしかないもの 

  

  

 「妄想」を明確にすることによってはじめて「情報ギャ

ップ」を感じる 

  

 コンピュータは何が足りないか自分ではわからない 

  

 感動すること、共感すること（他人の痛みが分かるこ

と）人間ならではの活動 

  

  

 アイデアは瞬間的に思いつくもの 

 忘れないうちにすぐにメモしよう！ 

  

 日ごろからアイデアを出すことを意識し、メモ（あるい

はスマホのメモ機能）を活用しよう 

  

  

  

  

  

インプット、アウトプット、無意識との関係を理解し、意

識することで活発なアイデア創発につながる 

      
 

 


